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Ａ 4

Ｂ 3

Ｃ 2 あまりできていない。

Ｄ 1

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

「わかる」「楽しい」から「もっと学びたい」授業への
改善を図っていく。
「認める」「引き出す」「まとめる」「コラボする」授業
を実現し、教師がファシリテーターとしてのスキル
を高める。

学校評価アンケート（生
徒、保護者、教職員）
授業アンケート
成績概況
教職員の自己観察書

面接指導やレポートにおいて、丁寧な指導を行
い、本質的な問いかけによって、生徒が自己の生
き方在り方を深めていく。

学校評価アンケート（生
徒、保護者、教職員）
授業アンケート
成績概況
教職員の自己観察書

ICTを活用した教育実践を具体化する。 学校評価アンケート（生
徒、保護者、教職員）
授業アンケート
教職員の自己観察書

ハーモニックプランの各要素（自らを尊ぶ、基本的
な生活習慣、規範意識、コミュニケーション能力、
チームワーク、シンキング、アクション）要素を意識
した教育活動を行っていく。

学校評価アンケート（生
徒、保護者、教職員）
教職員の自己観察書

自己理解から進路実現までを意識した系統的な
キャリア教育を行っていく。

学校評価アンケート（生
徒、保護者、教職員）
教職員の自己観察書

社会的・職業的自立ができるよう、生徒ひとりひと
りとの懇談を大切にし、適切なアドバイスをする。

学校評価アンケート（生
徒、保護者、教職員）
教職員の自己観察書

SCやSSWを活用した校内連携（チーム支援）を促
進し生徒指導・支援体制の充実を図り、生徒の生
活を支え、自他を尊ぶ心を育む。

学校評価アンケート（生
徒、保護者、教職員）
生徒指導支援資料
教職員の自己観察書

学校行事等において、人との関わりを大切にする
とともに、地域を愛し、地域に貢献しようとする心を
育む。

学校評価アンケート（生
徒、保護者、教職員）
教職員の自己観察書

働き方改革により、職員の心身における健康づくり
を推進する。

出退勤記録勤務表
学校評価アンケート
（教職員）
教職員の自己観察書

留意点 （１）重点目標と評価項目については，各学校の現状と課題に基づき，実情に合わせて重点化し，設定する。
（２）学校関係者評価については，年度当初に今年度の重点目標の現状と具体的対策を説明し，評価に必要な情報提供を計画的に行う。学校関係者評価実施日とは，最終回の学校評価委員会等を開催し，学校自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。

実施日　（令和 ６年 ２月８日）

3

自らを尊び、他者を尊び、地域を尊ぶ
人づくりをする。

※学校生活・改善アンケート
〈生徒用〉質問No３，11，15
〈教職員用〉質問No８

　通信制の生徒は定時制の生徒以上に対
人関係や社会性に不安を持つものが多
い。しかし、与えられた授業時間を過ごす
だけではなく、自ら学習計画を立てて自主
的に取り組まなければならない点で一層
の「自律」を促す必要があることが課題で
ある。
　改善策の一つとして昨年度に引き続き学
校行事としてソーシャルスキルトレーニン
グを行い、SC,SSWを活用した個別の面談
を通して生徒の社会性の醸成に取り組ん
だ。
　進路決定に関しては、各生徒・保護者の
要望や必要性に合わせ、丁寧かつ早めに
指導していくことが必要だが、進路係と担
任との連携が課題である。

自己評価結果

・生徒による「学校評価アンケート」では
「多くの先生方はわかりやすい授業をし
てくれる」は９６．５％、保護者の評価アン
ケートにおいても「生徒は授業がわかり
やすいと言っている」保護者が７７％、
「学校での活動を通して、生徒の成長を
感じる」保護者も８２．４％という高い結果
であり、数値的には概ね良いと評価でき
る。また、生徒の「授業アンケート」結果
では「家庭学習と授業を有機的に結び付
けることができた」が８８．５％と先生方が
個々に合わせた、最適な授業に取り組
んでいることがうかがえる。
・教員の評価アンケートでは「レポートに
関わる指導工夫の改善」が１００％と高
く、 自己観察書に記載された授業アン
ケートの結果も肯定的なものが大半をし
め、良い方向へ進んでいる。

B

B

1

2

　学校行事等が生徒がより自主的に運営
するようにさらに検討していく必要があり、
そのことを通じて、人との関係づくりの機会
となるようにしていきたい。
　教職員の健康管理については、お互い
の業務の連携や情報共有に努めて円滑な
コミュニケーションを維持することや、年間
を通じて効果的な有給休暇を取得すること
を推奨し、職場内で発生すると思われるス
トレスの軽減に務めた。今後もお互いが気
持ちよく、働き甲斐のある職場環境を作れ
るよう意識し続けることが課題である。

・生徒による「学校評価アンケート」では
「自分の在り方、生き方や道徳について
を考える機会があり、自分にとって役に
立つと思う」９１．２％、「学校は、いじめ
のない学校を目指し、適切な対応をして
いる」９７．４％、「講演会・インターンシッ
プ・課外講座・進路情報の提供など、体
系的なキャリア教育が企画・実践されて
いる。 」９６．５％と高評価であった。
・教職員の評価アンケートでは、「体験、
課題解決学習などを取り入れて、生徒が
自ら学び、考える力を育成している」１０
０％と高評価であり、自らや他者、地域
を尊ぶ意識は醸成されていると思われ
る。

社会性を身につけ、自立と自律を目
指す人づくりをする。

※学校生活・改善アンケート
〈生徒用〉質問No１，12，14
〈保護者用〉　質問No１，２，９

・生徒による「学校評価アンケート」では
「学校は全ての教育活動において、一人
一人の生徒を大切にする姿勢で指導に
あたっている。」９６．５％、「学園祭は、
生徒の交流や発表の場となっている」が
９７．４％、「環境美化や清掃活動が積極
的に行われている」９３％と社会性や自
立、自律の精神は醸成されていると思わ
れる。
・保護者による評価アンケートの結果で
は「生徒一人一人の理解を深め、生徒の
自主性、自立性を高めるような生徒指導
がなされている」７５．７％、「学校での活
動を通して、生徒が前向きに取り組んで
いる」８２．４％、「自らを尊び、社会性を
育むなどの教育理念を明らかにしてい
る」が８３．８％と高評価であった。

山梨県立中央高等学校校長　古屋　はるみ

A

不十分である。(４割以上)

達成できなかった。（４割以下）

良くできている。

できている。概ね達成できた。（６割以上）

できていない。

評価

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

評価

年度末評価（令和６年２月）

学ぶ楽しさ、わかる喜びを知り、自らの生き方や在り方を問い続
ける人づくりをする。

本年度の重点目標

学ぶ楽しさ、わかる喜びを知り、自ら
の生き方や在り方を問い続ける人づく
りをする。

※学校生活・改善アンケート
〈生徒用〉質問No５
〈保護者用〉　質問No２，７
〈教職員用〉質問No25

※授業アンケート
　質問No７

学校関係者評価

ほぼ達成できた。（８割以上）

学校目標・経営方針

本年度の重点目標

通信制について
・制度上，他との関わりが少ない通信制で，学校行事は他との関わりが持てる機会でもある。生
徒が主体的に関わっていけるものを仕掛けていって欲しい。
・「通信制」はまさに大きな変革の時期に入っていると思います。他校の工夫など積極的に調
べ，使えるものは積極的に使っていってください。
・中学生や中学校の先生方への広報を是非お願いします。

・多様な対応が求められ、それに対応している先生方のメンタルヘルスを心配しております。

・多くのアンケート項目で高評価となっており、大変素晴らしい。
・教職員が率先して健康管理に努め、円滑なコミュニケーションを維持することや、効果的な有
給休暇の取得などで、今後もストレス軽減に努めて欲しい。

通信制について
・ICTの活用は通信制こそ威力を発揮するものと思う。必要なものはもっと積極的に県に要望し
ていく必要があると思う。
・この項目での意見・要望でよいのかわからないが，最近では通信制への進学が急増している
が，それは私学への急増が原因と言われている。教育の質を落とすということではなく，子ども
たちが何を望んで通信を選んできているのかを的確に把握し，公立の通信制として何ができる
のかを考えていく必要があると考える。

・8割以上の生徒が肯定的である評価結果は素晴らしいと思います。
・小学校でつまずいた生徒の学び直しの機会もさらに進めてほしいと感じます。（定通共に）
　（原文のまま）

・生徒、保護者、教職員へのアンケート結果が全体的に素晴らしい。先生方が一生懸命、積極
的に取り組んだことが効を奏している。

通信制について
・通信制の生徒こそ，社会性を身につけ自立と自律をさせていくことが必要だと考えます。制度
上，それをどのようにしていくかは難しい部分もありますが，学校行事の中にソーシャルスキル
トレーニングを取り入れていくことは有効と考えます。是非更なる工夫を加え続けていってくださ
い。

・様々な取組により目的を達成しようとされていることがわかりました（定通共に）
・学校や教育という枠では対応できない困難な生徒への対応について、どのようなコンサルテー
ションが行われえているのかが気になります。
（原文のまま）

・生徒によるアンケート結果は良いが、保護者の「生徒個々の理解を深め、自主性、自立性を高
めるような生徒指導がなされている」が75.7％とやや低い。一考を要する。
・改善策にもあるように、与えられた授業時間を過ごすだけでなく、自尊精神で頑張ってほしい。
やれば出来る。

4

4

4

　これまでは授業評価でレポートに関する
項目が良くないことがあった。これは新教
育課程になって、レポートに考えさせる記
述欄が増えたことが背景にあり、生徒の負
担感が高まったことによる不満であったと
思われる。しかし年度が進むにつれ、また
年度の中でも中間より年度末の方が評価
が高くなってきている。今後も先生方がど
のようにレポートを学習者である生徒、ま
た保護者や社会に求められるものにして
いくか工夫し続けることが課題である。
　ICTを活用した教育実践については、通
信制がBYOD（一人一台PC）の対象になっ
ていないことから積極的にアンケート項目
にできない点もあるが、昨年度よりTeams
などの普及率、利用率が上昇している。科
目によってはチャットでレポート提出や授
業動画の配信などに積極的に取り組んで
いる。

社会性を身につけ、自立と自律を目指す人づくりをする。

自らを尊び、他者を尊び、地域を尊ぶ人づくりをする。

達
成
度

Chuoハーモニックプランに基づき、自らを尊び、社会を生き抜く人づくりをする


